
第 4回 香川県輸血Web研修会参加者 各位 

 

このたびは第 4回香川県輸血Web研修会へのご参加ならびにアンケートへのご協力ありがとうございました。 

アンケートからのご質問について、講師の先生からの回答を掲載します。 

今後とも香川県臨床検査技師会 輸血研究班の活動にご支援、ご協力賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

Q1. ・輸血後感染症も検査されているのでしょうか？  

 輸血前感染症も全検体に実施すべきなのでしょうか？ 

 

A. 輸血後感染症検査は、基本していません。 

ただし、医師が必要と判断した場合と、血液疾患等で頻回輸血を行なっている患者は半年から 1年後に HBs抗原、HCV コア 

抗原、HIV抗原の 3項目を測定しています。 

輸血前感染症検査についてですが、指針では検査をしていない場合は輸血前検体の保管をすることとなっていますので、検体が 

確実に保管できていれば必須では無いと思います。 

 

 


